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202 桑名製作所における生産改革活動の活性化
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クワナセイサクショ
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ヒロユキ

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 年 月 2005 7

ＱＣサークル紹介
改援隊 　（　カイエンタイ　） プロジェクター

メ ン バ ー 構 成 8 会 合 は 就 業 時 間 内

平 均 年 齢 40 歳 (最高 59 歳、最低 22 歳) 月 あ た り の 会 合 回 数 3

テ ー マ 暦 本テーマで 件目 社外発表 2

21

発 表 者 の 所 属 　NTN㈱桑名製作所　生産技術部　企画推進課

件目 1 回 あ た り の 会 合 時 間 約1

本テーマの活動期間 2021 4 ～ 2021 11 本 テ ー マ の 会 合 回 数

NTN株式会社の紹介

本社は大阪府にあり、軸受やドライブシャフト、精密機器商品等を扱っています。

NTN㈱桑名製作所の紹介

当社は三重県桑名市にあり、産業機械向け軸受を生産しています。

製品が使われている主な業種は、風力発電、建設・鉱山機械、鉄道車両、航空宇宙、工作機です。

NTN(株)桑名製作所

マスコット

桑名製作所

発表テーマ

今回は、改援隊サークルが

桑名製作所における生産改革活動の活性化 を発表します。
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NTN㈱桑名製作所の紹介

NTN㈱桑名製作所は、三重県桑名市にあります。

職場・サークル紹介

サークル名は「改援隊」です。サークルレベルはCゾーンで、

レベルアップを目指して活動を進めます。

テーマ選定

課内の困りごとを4つに絞り、マトリックス図で評価しました。

『生産改革活動活性化』をテーマとしました。

業務内容

様々な活動の推進、教育やスマート化などを行っています。

取り上げた理由

桑名製作所従業員がNTNの現状や生産改革活動について、よく

知らないこともあり、リーダーを中心に全員で生産改革活動を

活性化させようと取り組みを開始しました。

NTN㈱桑名製作所の紹介

桑名製作所では、様々な産業機械向けの軸受を中心に製造して

います。



QC三重地区

改訂 2021.01.11

生産改革とは

製品の状態は「造る」「構える」「運ぶ」に大別されます。

生産改革は、「構える」「運ぶ」に着目して、全体最適の

視点で改善を推進する活動です。

なぜ生産改革が必要なの？

「ものづくりの会社として改革を成し遂げる」「造りすぎの

ムダを止めたい」「止まる力・止める場所を決める」等、

社長から経営幹部に向けてコメントもあり、必要性を再認識。

現状調査

生産改革活動を知っているか、認知度を調査したところ、

知っていると答えた人はわずか6％でした。

目標値設定と活動計画・実績

目標を『生産改革活動の認知度向上』とし、目標値は

「現状6％のところ50％以上」に設定しました。

要因解析

「生産改革の認知度が低い」を特性とし、特性要因図を

作成。主要因を「生産改革を知らない」「5S3定のやり

方を知らない」「交差比率を知っている人が少ない」の

3つとしました。

対策立案

要因解析で挙げた主要因に対して、対策を検討しました。

それぞれ担当者を決めて対策を進めました。
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対策1 講師の育成

課員全員が講師が出来るように、ステップを踏んでスキルを

身につけました。

対策2 従業員への教育

NTNの現状、収益改善のためにできること、生産改革活動の

着眼点を焦点に、全従業員を対象に勉強会を開催しました。

対策3 生産改革を宣伝する

桑名製作所や他製作所の活動内容を、社内DB掲示板や食堂

掲示板等を利用し、活動をPRしました。

対策4 5S3定の基本について知ってもらう

生産改革と5S3定活動はどのように関係しているのか？

対策4 5S3定の基本について知ってもらう

5S3定を進めることで、在庫リスクの低減等につながる。

5S3定活動の重要性についても理解してもらえるように

勉強会資料に追加しました。

対策5 交差比率について知ってもらう

交差比率；適正在庫で効率よく利益を上げられているか

現在製作所内で交差比率を指標として見ていることもあり、

理解してもらえるように勉強会資料に追加しました。
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結果の確認

担当を割り振り、各職場ランダムに聞き取り調査を行いました。

結果の確認

認知度は、現状6％だったところ57％に向上し、目標の50％

以上を達成しました。

効果の確認

勉強会受講後のアンケートでは、ポジティブな意見が多く

ありました。無形効果としては、従業員の意識改革や管理

指標の意識向上が挙げられます。

サークルレベル確認

Bゾーンにレベルアップしました。

標準化と管理の定着・安全と品質の検証 反省と今後の課題
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ご清聴ありがとうございました


